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船舶事故調査報告書 

 

                              令和６年２月２８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和５年１０月１８日 １１時２３分ごろ 

発生場所 愛知県田原市福江漁港北方沖 

 三河福江港小中山東防波堤北灯台から真方位００９°１,１８０ｍ

付近 

 （概位 北緯３４°３９.７′ 東経１３７°０５.６′） 

事故の概要 漁船華
はな

丸は、南進中、また、プレジャーボートイノセンス号は、船

首を北東方に向けて錨泊中、両船が衝突した。 

イノセンス号は、船長及び同乗者が負傷し、船体中央部の操舵区画

の破損等を生じ、また、華丸は、左舷船首部外板に擦過傷を生じた。 

事故調査の経過  令和５年１１月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

 

Ａ 漁船 華丸、２.８トン 

   ＡＣ３－３８２４１（漁船登録番号）、個人所有 

   ９.０５ｍ（Lr）×２.３６ｍ×０.６９ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、２１４kＷ（動力漁船登録票による）、 

平成１０年９月１９日 

Ｂ プレジャーボート イノセンス号、５トン未満 

   ２４０－３０６５０愛知、個人所有 

   ６.２６ｍ（Lr）×２.２８ｍ×１.１０ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関（船外機）、８４.６０kＷ、平成４年３月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ４５歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成１６年７月１６日 

    免許証交付日 令和元年７月１６日 

           （令和７年７月５日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ７７歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成１６年６月４日 

    免許証交付日 平成３１年２月２２日 

           （令和６年６月３日まで有効） 
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 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 ２人（船長Ｂ及び同乗者） 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ 船体中央部の操舵区画に破損、船尾部ハンドレールに曲損、船外

機カバーに破損等（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ｂ船の操舵区画の破損状況 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

太陽の高度及び方位 

 

 

 

時刻 高度（°） 方位（°） 

１１時２０分 ４５.７ １７４.０ 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａ及び乗組員２人が乗り組み、採介藻（潜水器）漁の

目的で、令和５年１０月１８日０５時３０分ごろ福江漁港を出港し、

漁場を移動して漁を行い、三河湾南部の立馬埼
た つ まさ き

海況観測灯浮標西方に

至り１１時００分ごろまで漁を行った。 

船長Ａは、ふだんから、福江漁港北方沖で時々小型船舶が釣りをし

ていることを知っていたが、船首方を見渡し、太陽光の海面反射で船

首方がまぶしく感じて見えにくかったものの、船首方に小型船舶が見

当たらず、航行の支障となる船はいないと思い、帰港することとし

た。 

Ａ船は、漁場を出発し、ＧＰＳプロッターを作動させ、船長Ａが操

舵室左舷側の操縦席に腰を掛けて、目視で見張りに当たり、手動操舵

により、約１１ノットの対地速力で南進を始めた。 

Ａ船の乗組員は、１人が船長Ａの右隣りで船首方を向いて操縦席に

腰を掛けて休み、また、別の１人が操舵室右舷側で船尾方を向いて操

縦席に腰を掛けクーラーボックス内の整理を行っていた。 

船長Ａは、ＧＰＳプロッター画面を見ながら航行を続けていたとこ

ろ、船長Ａの右隣りにいた乗組員が上げた声を聞いて目線を船首方に

向け、船首方至近となったＢ船を認め、主機を中立、右舵一杯とした

ものの、１１時２３分ごろＡ船の左舷船首部とＢ船の船体中央部とが

衝突した。（写真２、３参照） 
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Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、友人１人（以下「同乗者Ｂ」と

いう。）を乗せ、釣りの目的で、福江漁港北方沖の釣り場に向け、 

０６時００分ごろ愛知県西尾市吉田港を出港した。 

Ｂ船は、福江漁港北方沖の釣り場に到着し、船首を北東方に向け、

船外機を停止して錨泊を始め、船長Ｂが左舷中央部の操舵区画の後部

に、同乗者Ｂが左舷船首部に、それぞれ舷外を向いて腰を掛け、釣り

を始めた。 

船長Ｂは、ふだんから、錨泊して釣りを行う際、他船が錨泊船を避

けてくれると思っており、釣りに夢中になっていたところ、同乗者Ｂ

が左舷船首方から至近となったＡ船に気付いて声を上げながら右舷側

に移動し、船長Ｂが同乗者Ｂの声でＡ船に気付いて頭を屈
かが

めた直後、

Ｂ船とＡ船とが衝突した。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、Ａ船がＢ船に乗り上げて通過した後、Ａ船をＢ船に接近

させて船長Ｂ及び同乗者Ｂの安否と両船の損傷状況を確認して、携帯

電話で所属の漁業協同組合に連絡し、その後、海上保安庁に通報し

た。 

Ｂ船は、船長Ｂが携帯電話でＢ船管理施設担当者に連絡し、来援し

た僚船にえい
．．

航され、吉田港に帰港した。 

船長Ｂ及び同乗者Ｂは、救急車で病院に搬送され、船長Ｂが右肘関

節部挫傷と、同乗者Ｂが左膝挫傷等とそれぞれ診断された。 

Ａ船は、自力で航行して福江漁港に帰港した。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

写真２ Ａ船 写真３ Ａ船の操縦席から船首方の見通し

状況 

写真４ Ｂ船 
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 その他の事項 Ａ船は、本事故当時、船首浮上等による船首方の死角は生じていな

かった。 

Ａ船の操舵室内にはレーダーが設置されていたが、船長Ａが本船を

所有した当時から故障しており、使用されていなかった。 

船長Ａは、航行中、太陽光の海面反射でまぶしく感じた際に、サン

グラスを使用したことはなかった。 

船長Ａは、本事故以前、航行中に他船との衝突のおそれを感じた経

験がなく、同乗の乗組員２人に見張りの補助を指示していなかった。 

Ｂ船には、汽笛の設備はなく、有効な音響による信号を行うことが

できる携帯式エアホーン等を備えていなかった。 

Ｂ船は、本事故当時、錨泊中の船舶が表示する黒色の球形形象物を

掲げていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ船は、福江漁港北方沖において、南進中、船長Ａが、船首方を見

渡し、太陽光の海面反射で船首方がまぶしく感じて見えにくかったも

のの、船首方に小型船舶が見当たらず、航行の支障となる船はいない

と思い込み、ＧＰＳプロッターの画面を見ながら南進を続けたことか

ら、至近となるまでＢ船に気付かず、Ｂ船と衝突したものと考えられ

る。 

船長Ａは、本事故以前、航行中に他船との衝突のおそれを感じた経

験がなかったことから、同乗の乗組員２人に見張りの補助を指示して

いなかったものと考えられる。 

Ｂ船は、福江漁港北方沖において、船首を北東方に向けて錨泊中、

船長Ｂが、接近する他船が錨泊船を避けてくれると思い、左舷方を向

いて釣りに夢中になり錨泊を続けたことから、Ａ船に気付かず、Ａ船

と衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、福江漁港北方沖において、Ａ船が南進中、Ｂ船が船首を

北東方に向けて錨泊中、船長Ａが、船首方を見渡し、太陽光の海面反

射で船首方がまぶしく感じて見えにくかったものの、船首方に小型船

舶が見当たらず、航行の支障となる船はいないと思い込み、ＧＰＳプ

ロッターの画面を見ながら南進を続け、また、船長Ｂが、接近する他

船が錨泊船を避けてくれると思い、左舷方を向いて釣りに夢中になり

錨泊を続けたため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 船長Ａは、本事故後、次の措置を採った。 

・太陽光の海面反射によりまぶしさを感じる場合など、船首方の見

通し状況に応じて、船首甲板上の操縦スタンドで操船することと

した。 
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・同乗する乗組員に対し、航行に支障となる他船の存在などを知ら

せるよう、見張りの補助を行わせることとした。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、航行中、太陽光の海面反射によりまぶしさを感じる状況

においては、サングラス等を着用するなどしてまぶしさを軽減す

る措置を採ること。 

・船長は、目視で周囲を確認して航行に支障のある他船がいないと

思った場合であっても、見落としている場合もあるので、レー 

ダーを活用した見張りによって継続的に周囲の状況を確認するこ

と。 

・船舶所有者は、設置されたレーダー等の航海計器が使用できない

状況となった場合、速やかに修理等を行うこと。 

・船長は、錨泊中であっても、接近する他船が錨泊船を避けてくれ

ると思い込むことなく、常時適切な見張りを行い、接近する他船

を認めた場合、前広に携帯式エアホーンなどの大きな音を出せる

器具を使用して注意喚起を行うなど、衝突を避けるための措置を

採ること。 

・船長は、錨泊する場合、黒色の球形形象物を掲げること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 
（令和５年１０月１８日 
１１時２３分ごろ発生） 

三河福江港 
小中山東防波堤北灯台 

愛知県 

三重県 

渥美半島 

立馬埼海況観測灯浮標 

衝突の状況（推定） 

Ａ船 

Ｂ船（錨泊中） 

Ａ船 

福江漁港 

愛知県田原市 

漁場 

三河湾 


